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市長公室
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のののの
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要要要要

一般会計 担当課

事務事業名

受益者負担は無し。

職員福利厚生事業

会計区分 事業類型 法定受託系

担当部

担当係事業期間 平成１２年度以前 ～

人事課

給与厚生係

地方公務員法、小牧市職員安全衛生管理規程

5

対前年比

その他財源

26,825

正職員

一般財源

0

費用合計

2,132

直接経費

2,132

根拠法令・個別計画

従事者数

24,693

その他職員

人件費

従事者数

人件費

1

費

用

総合計画

分野別計画

予算区分

効率的な組織運営を行う

1

行政経営

2

26,651

0.40

4

0

平成３０年度以降

行政運営

0.00

28,783

102.7

28,783

28,007

104.4

Ｈ24決算額

00

2,132

0.00

0

0.40

0.00

28,007

0

34,180

ココココ

　　　　

　　　　

スススス

　　　　

　　　　

トトトト

国・県支出金

34,180

2,132

財

源

118.7

0

受益者負担

Ｈ25予算額

目的

（対象をどの様な

状態にするのか）

労働災害の防止及び健康管理の推進並びに福利厚生事業の実施を通して、職員が職務に

精励できる職場環境を構築する。

内容

（手段）

Ｈ22決算額

32,04825,875

Ｈ23決算額

0

0.40

♦２４年度実施内容

1．労働安全衛生管理活動（安全衛生委員会の開催、職場巡視）

2．職員健康診断業務（メンタルヘルス対策含む）

3．職員互助会への負担金支出

4．机、椅子等購入業務

♦２４年度直接経費の内訳

職員健康診断手数料　　　　　　　11,544千円

職員福利厚生費負担金　　　　　 14,616千円

備品購入費　　　　　　　　　　　　　    448千円

医薬材料費　　　　　　　　　　　　　     40千円

♦２５年度直接経費の内訳

職員健康診断手数料　　　　　　　15,737千円

職員福利厚生費負担金　　　　　 15,622千円

備品購入費　　　　　　　　　　　　　    500千円

備品修繕費　　　　　　　　　　　　　    125千円

医薬材料費　　　　　　　　　　　　　      64千円

0.40

0.00

0

26,825

00
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改改改改

善善善善

内内内内

容容容容

業業業業

　　　　

　　　　

　　　　

　　　　

績績績績

事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

（対象や手段を見直す場合も含む）

２５年度における

事業の改善・見

直し内容（新規追

加事項、廃止・削

減事項等）

100

98

100

人

維　持

健康診断や人間ドックの受診については、未受診者の把握と受診の促進を図る。メン

タルヘルス対策等の安全衛生管理活動や公務災害対策等については、意識向上を

図るため、グループウエアに啓発文等の掲載を行う。

0

100

判　定　理　由

99

事事事事

業業業業

のののの

自自自自

己己己己

評評評評

価価価価

平平平平

成成成成

２２２２

６６６６

年年年年

度度度度

のののの

事事事事

業業業業

のののの

方方方方

向向向向

性性性性

２６年度以降

の改善案

健康診断や人間ドックの受診については、受診率を１００％にするため、受診の啓発

活動を行い、職員の健康に対する意識の向上を図る。また、公務災害についても、よ

り有効な啓発活動を検討する。

平平平平

成成成成

２２２２

４４４４

年年年年

度度度度

のののの

実実実実

施施施施

結結結結

果果果果

事業実施におけ

る課題

健康診断等の受診については、未受診の理由の検証を要する。公務災害について

は、各々の職員の自覚が必要であるため、職員に対する有効な啓発活動を実施する

必要がある。

職員の健康管理及び快適な職場環境を維持していく必要があるため。判定理由

008

725

H23

743

1,040

H24

H24

1,026

H25H22

740

1,047

1,030

743

749

維　持

人間ドック受診者数

成果指標名

健康診断等受診率

活動指標名

職員健康診断受診者

数

職員の福利厚生及び安全衛生について、雇用主の義務として法定されており、法令

違反となる。

事業を縮小・

廃止したときの

影響

人

%

99

H22

1,083

0

8

752

人

方向性の判定

事業の

達成状況

健康診断等の受診率が、対前年度と比較して、ほぼ横ばいの状態となっている。公務

災害の件数では、対前年度と比較して若干増加している。

100

0

1,017

752

0

方向性の判定

20 22

二二二二

次次次次

評評評評

価価価価

一次評価のとおり。

公務災害の件数

1,082

H25

事業番号

H23


